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壊近，数理計画法の分野でSemidefiniteProgrammingが注目を浴びている．特に，   

（a）線形計画問題の内点法の拡張（【1，4，6，7】等）  

（b）組み合わせ最適化への応用（【3，5】等）  

（c）システムと制御への応用（【2，8】等）   

に関連して盛んに研究されている．乃×乃の実対称行列ズが正定借，半正定借であるとき，  

それぞれ，ズト0，ズと0と記す・また，2つの乃×犯行列A＝【旬】，β＝【わfブ】に対し  

て，それらの内積を  

A・β＝nATβ＝∑αi舟  
i，j  

で定義する・Ai（i＝0，1，…，m）をnxn対称行列とすると，標準形のSemidefinitePro－  
gramとその双対問題は以下のように与えられる．  

（∫βアーク）min．  

Sub．to  

Ao●＿方  

Ai・ズ＝わi（豆＝1，2，…，m）  

ズと0．  

（且DP－β）max・  

Sub．to  

∑わiZi  

∑AiZf＋y＝Ao，  

yト0．  

通常の線形計画問題とその双村問題  

（エアーP）Inin・  

Sub．to  

α0・〇  

叫・黒＝わi（五＝1，2，…，m）  

〇≧0．  

（エアーβ）max．  ∑占iZi  

Sub．to ∑aLZi＋y＝ao，  

y≧0．  

と比較すると，  

LP（線形計画問題）  SDP（SemidefiniteProgram）  

αブ：れ次元ベクトル ＝⇒ Aブ‥れ×れ対称行列  

・ ＝⇒ ●  

＞ ＝＝｝ ト   

となっていることが分る．ただし，・はベクトルの内積を表わす．  
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SemidefiniteProgramに対しては，線形計画問題に関する双対定理，相補性定理等の理論  

がほほそのまま成立し，内点法が拡張されている．このチュートリアルでは以下の項目に関し  

て簡単に解説する．   

1．SemidefiniteProgramと内点法の歴史および現状  

2・線形計画問題とSemidefiniteProgram  

3．SemidefiniteProgramの例  

4．SemidefiniteProgramの特徴  

5・SemidefiniteProgramに対する主・双対内点法【4】  
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